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数Rが 377< R/Rc<416.7(Rcは対流発生の臨界値 )のときVzTは図 1.aのように安
定な振動を示すが,R/Rc～>416.7のときは図1.bのような間欠的カオスを示した｡図 1.a
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図 1.Duboisetal12)の実験結果の模式図･
熱対流層内の温度勾配VzTの時間変化･



















e-(T羅-Ts)/2Tc-■一●2Tc 〔1-Jse-(Tm-Ts)/Tc]%W(Tm)-P(x｡)ldx｡/dTml=旦 ･ (5)































図2は6-0.098, 10TL2, 10~3及び 10~6の各場合について(8)で計算したパワースペクトル
を示 したものである｡ 6-0.098ではほぼ等間隔に並んだピーク列 となる.これはTs>0
であることに起因するVZTの相関関数の振動によるもので,
その周期はWの大きいところでほぼ 27E/Tsである｡従って,
Ts-0のときにはピーク列は現われない｡ E を小 さくす




一般に, T,nの分布の幅 Oが T,nの平均値子に比して o/
テ≧ 1のときピーク構造は消失すると予想される｡実際に,
6-10q3及び 10~4のとき,a/チ-1.52及び2.44 とな
る｡ただし, Ts-22.2分とした｡ また, 6- 0での漸近
形はo/テ∝了呉である｡
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< Tn>と,ゆらぎO- < (Tn-7)2>の比o/子を調べればよい9.)そこで,まず,o/7
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